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はじめに

これまでの連載の中では、ユーザー

インターフェイスという側面から、開

発者が何をするべきか、何ができるの

かを解説してきました。前回（5月号）

は、ソフトウェアを使用者の観点でよ

り使いやすくしてゆく手法のひとつと

して、ユーザビリティテストとその事

例を紹介しました。

一般にユーザビリティテストをする

段階ということは、すでに何らかのプ

ロダクトが完成している状態であると

いえます。いくらテストを繰り返した

ところで、その前の段階であらかじめ、

ユーザビリティを考慮したり使用者の

要求分析を行なったうえでUIがデザイ

ンされていなければ、時間も無駄です

し開発効率も低下してしまいます。結

果的に、利益者不在の状態でのソフト

ウェアが完成してしまいます。

今回から数回にわけ、局面に応じた

ユーザビリティの高いユーザーインタ

ーフェイスのデザインというものを検

討してゆきましょう。

でもその前に

ユーザビリティの重要性をこれまで

指摘してきたわけですが、ユーザビリ

ティ偏向主義的思考に陥ってはなりま

せん。たしかに、使用者の立場に立て

ばわかりやすく使いやすいシステムや

ソフトウェアを構築してゆくことがで

きるでしょう。しかし、この考え方を

押し進め、ユーザビリティに偏った考

え方をしてしまうと、裏目に出るケー

スがあるのです。

システムやソフトウェアというもの

は、使用される環境や目的、誰が使用

するのか、といったさまざまな要件を

考慮する必要があります。そのため、

ユーザビリティよりもデザイン（ここ

でいうデザインは見た目を意味します）

が最重要となったり、ユーザビリティ

よりもアクセシビリティの比重が高ま

ったりと、フォーカスすべきポイント

や力点が異なってくるのです。

とくにWebアプリケーションとして

システムが構成される際には、この前

提は顕著に現われる要素を多く持って
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います。

Webアプリケーションと一口に言ってもさまざまなケー

スがあります。情報を発信するために用意されているサイ

トや何らかの商品のブランディングを行なうために用意さ

れるサイト、または、特定業務を支援するためのシステム。

さらには、商品を販売するためのものなどなどなど。

つまり、広くあまねくマーケットに対して訴求を行なう

のか、それとも特定の作業を簡略化するために存在するの

かという点を認識したデザインが必要となります。

一般的に、ある商品のブランディングや情報の発信とい

う点にフォーカスするのであれば、操作性を向上させるよ

りも該当商品をよりよく見せたり、何らかの位置づけをマ

ーケティング的に示すことが重要になります。そのためユ

ーザビリティよりもデザインを優先させる必要があります。

逆に、特定業務を支援するために用意されるものであれば、

凝ったデザインよりは、作業効率の向上を求めるところか

ら操作性に対して重要視する必要があります。つまり、タ

ーゲットや目的によって重要視されるポイントやその比重

は異なるのです。

その上で、開発者という視点から認識しておくべきこと

は、ユーザビリティの向上と高度なデザイン性は、時に相

反する要求となりえるという点です。いかにして双方のバ

ランスを取りつつ、開発生産性を向上させるか。これが、

今後の開発において注目すべき課題でもあるのではないか

と考えています。

Webアプリケーションにおける
ユーザビリティ

Webアプリケーションでは、以前本連載の中でも提示し

たとおり、ユーザビリティの向上を図ってゆくにあたって、

潜在的な問題を抱えていることを改めて考えておく必要が

あります。

より高い操作性を実現するためには、ブラウザ環境に制

約を与える可能性があります。逆に、その制約を取り払う

と、操作性が犠牲になるケースもあります。したがって、

そのアプリケーションの要求に応じてどこまでを考慮し、

どこから切り捨てるかも開発者や設計者の重要な決定事項

であるといえるでしょう。

ここでひとつポイントがあります。

さまざまなソフトウェアにおけるユーザビリティを考慮

するにあたって、単に操作性だけにフォーカスすることだ

けでは不十分です。大きくわけて考えると2つの観点から検

証しておく必要があります。

ひとつはこれまで本連載で解説してきた操作性に対する

アプローチ。そしてもうひとつは、色彩に対する観点です。

操作性が高いからといっても情報を発見しやすいかどうか

は別問題です。色の活用やその組み合わせ、文字のサイズ

といったさまざまな要因で結果が異なってくることも考慮

しなければなりません。

本稿では、まず前者の操作性や情報の配置に関して検討

してゆくことにします。後者の色彩に関連する事項につい

ては、ユーザビリティのさらに先にあるアクセシビリティ

への考慮も検討に入れる必要があるので、このシリーズの

後半（次々回以降）で検討を重ねてゆくことにしましょう。

情報の提示手法

情報をユーザーに提示しなければならないようなケース

では、ストレスなく情報へアクセスさせ理解させるかが重

要な目的となります。そのためには、行動の傾向に応じた

情報の提示を十分に考慮することで、よりシームレスに情

報へのアクセスを支援することができるようになります。

人は、情報を見るとき、左から右、そして上から下へと

認識します。これは、近年の日本語圏では、横書きでの文

書表記が定着し、本誌面のように左から右に文字が流れ、

上から下へと話が進んでゆくことが、無意識のうちに刷り

込まれている、ということもできるでしょう。

この点を考慮すれば情報の全体的な流れを検討すること

ができます［注1］。

「左から右」「上から下」という、この2つの方向は、意

識の中では、あるひとつの方向へ集約できます。

非常に単純ではありますが、イメージとしては以下のよ

注1）この点については、本誌2003年12月号（特集『ASP.NETではじめる
Webプログラミング』内「WebアプリケーションにおけるUIデザイン」）でも
取り上げているので、あわせて参照してください。




